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図書館では主に沖縄関係資料に関する業務を担当 

はじめに 

E-mail：okinawa@lib.u-ryukyu.ac.jp 

URL:http://www.lib.u-ryukyu.ac.jp/ 



 廃藩置県（琉球処分）後、首里王府や、役場、沖縄の
各家に伝わる資料は、関東大震災や沖縄戦によってそ
の多くが失われている。 

 戦後、現在に至るまで、沖縄県の内外の各機関が焼
失・散逸した資料の収集（複製含む）に務めており、
その成果は刊行物として多く発行されている。 

 各地方自治体の資料の収集・保存、地方史編纂等の業
務を担う部署が連携し、情報共有や研修等を行ってい
る。 

琉球・沖縄関係資料を取り巻く状
況 



 琉球大学附属図書館では1950年創立以来、古文献

資料を始めとした沖縄関係資料を網羅的に収集す

る方針を進め、沖縄資料は年々増加している。 

 主な収集コレクション：伊波普猷文庫、宮良殿内

文庫、Bull文庫、仲原善忠文庫、島袋源七文庫、崎

原貢文庫、原忠順文庫、矢内原忠雄文庫、仲宗根

政善文庫 

琉球大学の取組み① 収集 



 2001年から学外において所蔵する資料を市民へ公開する

「琉球大学附属図書館貴重書展」を毎年開催。 

 琉球大学では所蔵する貴重資料を学術研究資源とみなし、

琉球・沖縄研究に利活用の向上を図り、貴重書の電子化

に取り組む。 

 現在では、さらに利便性の高い共有化をめざし、データ

ベースの公開を促進している。 

琉球大学の取組② 情報の共有化 



琉球・沖縄に関する古文献資料に気軽に親しみ、学習
できる環境の整備と、資料のデジタル化等を充実させ
ることを目的として構築。 

現在公開中の文庫は宮良殿内文庫、伊波普猷文庫など。 

国立公文書館アジア歴史資料センターとの連携で同セ
ンターのデータベースから宮良殿内文庫の検索が可能。 

今後はハワイ大学マノア校図書館との連携により、同
図書館所蔵の宝玲文庫についても公開予定。 

琉球沖縄関係貴重資料 
デジタルアーカイブ 

http://manwe.lib.u-ryukyu.ac.jp/d-archive/list 





タブ切り替えで、ガラスウィンドウ、
翻刻、現代語訳、英文、解説等を
表示可能 

読みたい古文書の上をマウスで
選択することで、該当部分の翻
刻文を同時に読むことができる。 

Top ページ 



検索画面で、テキストの全文
検索も可能 



 CiNii等に代表される既存のデータベースでは網羅されて

いない沖縄に関する論文や図書などの各種文献の情報

を中心に検索を行うことを目的に構築。 

 2011-2014年は科学研究費の助成を受ける。（課題番号：

238060 研究代表者：赤嶺守） 

沖縄関係文献情報データベース
Bibliographic Information Database of Okinawa Materials (BIDOM) 

http://manwe.lib.u-ryukyu.ac.jp/bidoms/ 











県内外機関において構築・運営されている沖縄に関す

るデジタルアーカイブや様々なコンテンツを横断的に

検索し、当研究領域の研究者や生涯学習を行う方々に

とって有用な研究ツールとしての活用を目的とする。 

平成24年3月公開。対象DBは10機関22件 

 

 

沖縄情報統合検索システム(iXio) 
 Integrated Cross- search for Information of Okinawa 

http://manwe.lib.u-ryukyu.ac.jp/ixio/ 



 県内外の様々な琉球・沖縄関係のデータベースの横断的検索が可能なプ
ラットフォーム。 

 平成24年3月公開。対象DBは10機関23件（平成24年5月1日現在） 

琉球大学 
学術リポジトリ 

 

琉球大学で創造された学
術成果物を蓄積・公開。 

琉球・沖縄に関する研究
成果を多数包含したリポ
ジトリ。 

 

平成2４年５月1日現在 

 登録件数：6,788件 

 コンテンツの約77%が紀要 

 コンテンツの約6%が沖縄関係資料 

琉球・沖縄関係貴重資料 
デジタルアーカイブ 

 

市民にやさしい琉球・沖縄関係古文献
デジタルアーカイブの構築。 

古文献を翻刻し、現代語訳(大意）・英
訳を付けWebで公開。 

従来のデジタルアーカイブ機能だけで
なく、生涯教育等への活用が期待され
る。 

 

平成24年5月1日現在 
平成22年度にWeb公開開始。 

 

 

沖縄文献情報 
データベース（BIDOM） 

 

琉球・沖縄に関する文献情報を収集。 
標題や著者から検索が可能。 

所蔵している文献については現物を
確認し、信頼性の高いデータを作成。 

CiNii等に未収録のデータも網羅する。 
 
平成24年5月1日現在 
 平成23年6月にWeb公開開始。 

 国内の琉球・沖縄関係の研究機関より目録データを収
集中。 

 登録件数5万3千件（収録誌100タイトル） 

 平成23年度から科研費を獲得。 

 

沖縄地域学 
リポジトリ（ORION） 

 

沖縄県内の公共団体、学協会、研究施設等の
研究成果を蓄積・公開。 

沖縄県外（国外含む）に存在する琉球・沖縄
関係の研究成果を収集。 

 
平成24年5月1日現在 
 参加機関：10機関（ハーベスト含む） 

  （沖縄キリスト教学院大学が平成24年度より参加予定） 

 国内で琉球・沖縄関係研究を行っている大学附属の研究所等へ当
リポジトリへの参加を打診。 

 沖縄県立図書館講演会や沖縄県地域史協議会総会で報告・宣伝。 

ハーベスト 

ハーベスト 

国内大学 
琉球・沖縄関係 
研究所・機関 

 

平成24年5月1日現在 
早稲田大学 琉球沖縄研究所紀要 
『琉球・沖縄研究』他 

 

沖縄県内研究 
機関・団体 

・大学機関 
・公共団体 
・学協会 

・研究施設 etc 

登録 

横断検索 

国内大学 

琉球・沖縄関係
研究機関 

例: 
 琉球大学国際沖縄研究所 
 法政大学沖縄文化研究所 
 早稲田大学琉球沖縄研究所 

 

琉球・沖縄関係文献に 
  関する情報を収集 

情報 
  提供 

琉球大学附属図書館（平成2４年５月作成） 

琉球・沖縄関係 
デジタルコンテンツ 

 

琉球大学附属図書館に所蔵の貴
重資料をデジタル化。 

画像データ、音声データ等。 
 
主要コンテンツ 
• 琉球語音声DB 
• 伊波普猷文庫画像DB 
• 宮良殿内文庫画像DB 
• ブール文庫ガラス写真 
• 仲宗根政善言語資料画像情報DB 
• 仲宗根善忠文庫画像DB 
• 矢内原文庫植民地関係資料DB 
 
 

既存 

本文（画像・音声他） 本文（画像） 

It’s New 

ハーベスト 
本文（PDF,画像他） 

横断検索 

本文（PDF,画像他） 

提供（予定） 

英語文献を中心と
した琉球・沖縄関
係の文献情報 

県内外  
琉球・沖縄関係 
データベース 

平成24年5月1日現在 
• 沖縄県立図書館（目録情報、貴重資料） 
• 沖縄県公文書館（目録情報、写真、映像） 
• 那覇市歴史博物館（目録情報、家譜、古文書etc） 
• 沖縄歴史研究会（文献情報） 
• 国立情報学研究所（CiNii） 
• アジア歴史資料センター（目録情報） 
• 鹿児島大学附属図書館（古典籍類目録情報） 

• 神戸女子大学古典芸能研究センター（沖縄祭祀資
料情報） 

 

目録情報、写真、映像他 

文献情報 

It’s New 









 沖縄県立図書館：東恩納寛惇文庫、比嘉春潮文庫な

ど。郷土資料の収集 に力を入れている。 

 沖縄県公文書館：琉球政府の文書のほか、沖縄県の

公文書を収集・保存・管理。 

 那覇市歴史博物館：国宝「琉球国王尚家関係資料」、

「福地家資料」等、多くの資料や家譜資料を所蔵し

ている。 

参加機関（沖縄県内）の特徴 



沖縄県立図書館 
http://www.library.pref.okinawa.jp/ 



沖縄県公文書館 
http://www.archives.pref.okinawa.jp/ 



那覇市歴史博物館 
http://www.rekishi-archive.city.naha.okinawa.jp/ 

那覇市歴史博物館所蔵『向姓家譜』伊江家 世系図 



琉球大学附属図書館所蔵の貴重資料の公
開促進 

他の機関との連携を通じて、より効率良
く、多くの情報が得られる共有化を目指
す。 

 

さいごに 



おわり 

ありがとうござい
ました！！ 


